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■軽量盛土の特長を生かす、床版形状の軽量部材

張り出し歩道床版

張り出し床版

軽量盛土（ＥＰＳ工法）

施工イメージ

（張り出し寸法）

625

特 長

1.製品形状：

単純な床版形状のため、従来のL形・Z形の張り出し歩道製品と比較し、掘削深を浅くする

事が出来ます。よって、軽量盛土材上に限らず、移設が困難な埋設物があっても、干渉す

ることなく施工が可能です。また、現場打ちが不要であるため、既存製品よりも施工性が

良くなります。

2.軽量な製品重量：

軽量製品のため、軽量盛土ブロック上でも、重量増加を最小限にとどめます。
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製品重量：1,920kg/枚
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施工事例

工事名 3.3.9米子駅陰田線改良工事

鳥取県西部総合事務所

施工場所 鳥取県米子市

施工時期 平成22年9月～平成22年11月

概 要

ＥＰＳ上の設置および埋設物との関係上、従来の張り出し歩道では底版が干渉してしまう
という問題がありました。『張り出し歩道床版』は軽量かつ床版形状のため、埋設物への
干渉を回避でき、下部のＥＰＳにも影響しないことから採用になりました。
＊本件では、R=200程度を標準製品で対応しています。
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